






要約:オロット酸尿症の原因をオロット酸ホスホリボース転移酵素とオロチジン酸脱炭酸

酵素との遺伝子にもとめるため,ヒト胎盤から両酵素の cDNA を分離し,構造決定をするこ

とを行った。その結果 1,689bp よりなり,内に 1,441bp のオープンリーディングフレームを

持ち,分子量約 52,200 のタンパクをコードしうる DNA 断片を得た。これは 3側半分に,工一

ルリッヒ腹水癌細胞の脱炭酸酵素の cDNA と高い塩基配列の相同性をもち,UMP 合成酵素の

完全な cDNA と考えられる。 


